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資料2交流で得られた朝食の必要性を書き加える
－66－
児は，色付けされた考えを関係づけ，今の自分たちには朝食をとることがとても大切であると
いう結論を出し再構成に至った。
このように，これまで当たり前に思っていた朝食の必要性について，友達の考えを共通点と
相違点に分類して書き込むことで，友達の考えのどの部分と関係づけられるかが明確になった。
そして，自分の考えをよりしっかりとしたものにしたり，改めて朝食の必要性について考え直
したりすることができた。
(2)試行の場を設定する
6年生「朝食のとり方を見直そう」
朝食作りの実習にあたって，朝食作りにかかわるポイ、栄養バランス腹持ち
ン卜をキーワード（資料3）としてまとめた。栄養バラ時間色合い，いろどり
ンスを全員共通のキーワードとして，そのほかに自分流、予算食べやすさ
のキーワードをいくつか選択し，計画を立てることにし、品質食品数
た 。、味、手軽さ
キーワードの一つであるゆでる調理方法は，5年生で．組み合わせ調理方法
すでに経験している。子どもは，「ゆでる以外はやったこ、安全好み
とがないからよくわからない。自分一人でできるか不安、旬、量，カロリー
だ｡」と話していた。栄養バランスをチェックすると，主 資料3出し合ったキーワード
食がごはんでもパンでも，ビタミンが不足することが分
栄養バランス
時間
予算
品質
味
組み合わせ
安全
旬
腹持ち
色合い，いろと翻
食べやすさ
食品数
手軽さ
調理方法
好み
量，カロリー
かつた。
「朝食作りに野菜を使いたいけど，どれを選んだらよ
いかよく分からない｡」「野菜をゆでたらかさが減ったけ
ど，妙めたらどうなるのかな。調理実習の前に確かめた
いな｡」と疑問から試し調理を求める声が挙がり，野菜の
生と妙めた後の変化を調べるために試し調理を行うこと
にした。試してみたい野菜をグループで分担し，調理し
た（資料4)。試し調理後に，野菜の変化をお互いに聞き
合い，自分流のキーワードにそった野菜を選択すること
ができた。
このように，いろいろな野菜の試し調理を行うことで，資料4グループで分担し試し調理を行う
自分流のキーワードに合う野菜かどうか，多くの情報の中から，知りたい情報についてより詳し
く聞くことができ，自分の計画に必要なものを選択し，決定することができたと思われる。
(3)いろいろな視点から生活事象をとらえる
①6年生「朝食のとり方を見直そう～キーワードを選択する～」
朝食作りのポイントにおいて視点が増えると，そ
れぞれの視点をつないで考えることができたり，たく
さんある視点の中からどれを優先させれば自分の目的
に合ったよりよい選択や判断をすることができるのか
を考えたりすることができる。
一人一人が考えたキーワードを出し合い，全員で吟
味し，クラスとしてのキーワードとしてまとめた（資
料3)。子どもからは，「おいしくても栄養のバランス
がよくなかったら意味がない｡」との発言があり，ク
ラス全員が納得し，栄養バランスを共通のキーワード
とした。
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資料5重視するキーワードを聞き合いで
決定する
「わたしは色合いにこだわりたい。でも，旬のものも使いたいし味にもこだわりたい。ど
れも大切で迷ってしまう｡」「その中で，一番重視していることを一つにしぼったらいいよ。ぼ
くは，色合いを一番に考えているけど，調理はほとんどしたことがないし，朝食だから，手軽
さは二番目かな｡」と子どもどうしがアドバイスし合った（前頁資料5)。視点がたくさんある
ことで，選択する材料が増えたのはよいが，その中から何にこだわるのかをはっきりさせてお
く必要があると子どもが気付いた。そこで，選んだいくつかのキーワードの中で，最も重視す
ることを根拠をもとに，それぞれが一つ決めることにした。一番重視することを決めたが，そ
のほかのキーワードも残しておき，計画づくりでの聞き合いの材料にしたいと考えた。ふり返
りでは，「わたしは，色合いと品質を考えて，味を一番にしました。でも，友達と聞き合って，
色合いを一番重視することにしました。いろいろな野菜を入れてカラフル朝食にしたいです｡」
と多くの視点の中から，友達の根拠を聞いて，自分のこだわりたいことがはっきりとし，実習
につなげていこうとする意欲も高まってきている子どもも見られた。
②6年生「朝食のとり方を見直そう～材料の野菜を選択する～」
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自分流のキーワードが確定し，試し調理
を行った。その結果をキーワードにそっ
ておすすめ度で聞き合った。野菜の調理
による変化をいろいろな視点でとらえた
結果を聞き，自分の重視するキーワード
にそって材料を選択することにした。
ピーマンのグループでは「妙めた方が
甘みが出ておいしい。色とりどりで鮮や
かで，やわらかくなり食感もよい。だか
ら，いろどりや色合いを重視している人
におすすめ。上．－マンを使うとしたら，
パプリカとあわせて三色にすると，さら
に色合いもよくなり，苦みもなくなる｡」
という意見が出た(資料6)｡それを聞き，
資料6ピーマンのおすすめポイント
色合いを考えていた子どもが,「玉ねぎと
ベーコンを考えていたけど，上．－マンの緑とパプリカの黄色を入れて，もっと色合いをよくし
ようと思う。」と自分の材料選択に友達の考えをとり入れて再構成し，自分のキーワードに合
う材料を選択した。
このように，妙めた野菜のおすすめポイントを自分の選んだ視点をもとに考えを関係づけら
れたことで，自分の調理実習の材料を選択することができた。
③6年生「夏の暮らしを見つめよう」
暑い夏を快適に過ごすための工夫を衣食住の3つの視点で調べ，聞き合った。ほとんどの子
どもは，これまで特別な意識もなく，暑くなると半袖の衣服を身に付けたり，窓を数か所開け
て風を取り入れていた。何気ない生活には，意味があり，昔からの知恵であることにも気付か
せたい。
例えば，衣生活の中で，色という視点で工夫を見つけた子どもがいた。「黒い服より白っぽい
服の方が涼しいよ。黒い方が熱を吸収するからだね。理科の実験でしたことあったよね｡」と
これまでの経験をもとに考えを発表した。何となく涼しく見えるから白っぽい服がよさそうだ
と考えていたB児は，この考えと根拠に納得し，自分の考えをより強化していくことができた。
また，「太い血管が通るところを冷やすと体温を下げることができるよ。だから，冬の寒い時
には首にマフラーを巻いて体温を逃がさないようにしているよね｡」という色以外の視点で工
夫を考えた友達と聞き合った。すると，「白っぽい服を着るだけじやなく，首に保冷剤を巻く
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5のも効果がありそうだ。これならできそうだ。試してみよう｡」とB児は，快適に過ごす工夫
の視点を増やすことができ，自分の生活実践につなげていくことができた。
このように，これまで気付かなかった視点で生活事象をとらえることができれば，生活をよ
りよくしようと再構成していくことができた。
(4)交流のしかたを工夫する
6年生「朝食のとり方を見直そう」
新たな考えに出会ったり，自分の考えをさらに深めたりするために，試し調理後に，グルー
ププレゼンとワークショップでの交流をとり入れた。まず，4人グループで一つの野菜を担当
し調理方法の変化をまとめた。1グループずつのプレゼンを聞いたことで新たな考えに出会う
ことができた。多くの考えに出会ったところで，さらに詳しい情報を得て，関係づけ，自分の
考えに反映させるためにワークショップ形式で交流した。プレゼンで聞いた情報を整理し，自
分流のキーワードにそった野菜選びができるようにした。
朝食作りの実習においては，一人調理とペア制度をとり入れた。一人調理は，子どもが，最
終的に家族や自分のために朝食を作れるようになりたいという願いから導入した。妙める調理
をするのはほとんどの子どもが初めてだったことや，自分では気付かなかった考えに出会わせ
るためにペア制度をとり入れた。ペアは，重視したキーワードや使う材料での共通点や相違点
をふまえて設定した。いくつかの材料のうち，同じ野菜を使う子どもをペアにしたり，同じキ
ーワードを選んでいるが，使う材料が異なるペアにしたり，共通点と相違点を必ずとり入れた
ペアを設定した｡共通点と相違点が両方あることで,聞き合う時に,相手の考えに共感したり，
同じ視点に立ってアドバイスをしたりすることができ，それらを自分の考えに反映しやすくな
った。
例えば，同じ野菜を使っていても，それに付け加えるものに卵を選んでいる子どもとベーコ
ンを選んでいる子どもがいた。お互いの料理を試食し，キーワードである組み合わせについて
聞き合った。「ペアの友達は，あっさりとした野菜と塩気があるベーコンの組み合わせで，と
てもおいしかった。私も今度はニラと卵にベーコンを組み合わせて作ってみようと思う。」と
共通点である野菜の特徴を生かし，キーワードである組み合わせとして何を付け加えたらさら
においしくなりそうかを関係づけて自分の考えに反映していった。
また，前半に実習を終えて，ペアでの聞き合いを行った。そこでは，自分の失敗した点をペ
アに伝えたことで，後半の子どもがそのアドバイスを生かし，キーワードにそった調理をする
ことができた。
このように，共通点と相違点を生かしたペア制度では，お互いの考えをしっかりと受けとめ
られ，関係づけがスムーズに行われ，これからの生活に友達の考えを反映させてよりよくしよ
うとする再構成に繋がったと思われる。
成果と課題
関係づけ再構成するために，共有させておきたいことを土台として，手だてを講じてきた。共通
点や相違点を明らかにする関係づけには，一つの視点だけでなく，いろいろな視点で生活事象をと
らえていく必要がある。また，関係づけを可視化することで，自分の考えをスムーズに再構成させ
ていくきっかけにもなったと考える。
その一方，可視化することで関係づけが行われても，そこから自分の考えを再構成させていくに
は，さらに手だてが必要である。そのためには，深く追求するための発問や根拠を確かめるための
資料などを考えていきたい。視点を単に増やすだけでなく，視点を変えて考えを見直すことの大切
さを実感させ，もう一度自分の考えを立ち止まって考えさせていく。そのためには，試行の場を目
的に応じて，軽重をつけて題材構成の中に位置づけなければならない。活動が目的になってしまわ
ないように，課題や目的に応じて交流のしかたを工夫し，主体的に聞き合いを行っていけるように
今後も努めていきたい。
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